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町
の
教
員
異
動
発
表
さ
れ
る

　
学
校
の
年
度
末
人
事
異
動
も
一
段
落

い
た
し
ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

　
今
年
も
左
記
の
教
員
異
動
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
辞
職
者
一
九
名
、
転
出
一

九
名
、
転
入
一
二
名
、
配
置
替
七
名
、

新
採
用
二
六
名
、
休
養
一
名
、
計
八
四

名
と
い
う
大
型
異
動
で
し
た
。

⇔
辞
　
職

北
山
小
　
植
木
康
曼

松
代
小
　
内
山
弘
夫
（
埼
玉
県
三
郷
第

　
　
　
　
三
小
へ
）

清
水
小
　
池
田
宣
子

孟
地
小
　
阿
部
夏
江

　
　
　
　
塩
田
充
代
（
松
代
小
小
屋
丸

　
　
　
　
分
校
へ
再
就
〉

滝
沢
分
　
小
堺
雅
子

蒲
生
小
　
秋
山
成
子
（
中
頸
・
川
谷
小

　
　
　
　
へ
再
就
）

　
〃
　
　
斉
藤
市
野
（
西
頸
∴
尚
倉
小

　
　
　
　
へ
再
就
）

儀
明
分
　
近
藤
ト
ミ
（
刈
羽
・
山
中
小

　
　
　
　
へ
再
就
4

　
　
、

峠
　
4

　
〃

松
代
中

清
水
中

ヨ
　
ノ
　
　
　
オ

珪
耳
呼

　
〃

奴
捺
川
中

菅
刈
分

松
代
小

⑱
休

奴
奈
川
中

蓼
転

△
松
代
小
学
校

黒
川
勝
子
　
牧
村
川
上
小
へ

伊
与
部
春
彦
　
南
魚
湯
沢
町
神
立
小
へ

宮
下
善
正
　
牧
村
沖
見
小
へ

菊
池
久
子

田
辺
友
春
（
室
野
小
へ
再
就
）

佐
藤
幸
治
（
松
代
小
へ
再
就
）

武
田
み
ゆ
き
（
松
之
山
中
へ

再
就
）

熱
顛
難

　
岩
井
愛
子

、
渡
辺
替
彦
（
千
葉
県
へ
再
就
）

宮
川
君
男
（
菅
刈
分
　
〃
　
）

養
　
小
川
七
実

出

宮
下
久
子
　
中
頸
妙
高
村
大
鹿
小
へ

△
清
水
小
学
校

横
川
静
実
　
糸
魚
川
市
小
滝
小
へ

△
室
野
小
学
校

鷹
股
謙
児
　
西
頸
木
ノ
浦
小
学
校
長
へ

郡
　
正
俊
　
中
頸
頸
城
村
南
川
小
へ

長
ケ
部
敦
．
丁
　
中
頸
柿
崎
町
下
牧
小
へ

△
峠
小
学
校

村
田
静
子
　
中
頸
吉
川
町
源
小
へ

△
松
代
中
学
校

島
田
尚
一
郎
　
県
立
高
田
盲
学
校
へ

長
ケ
部
仁
　
中
頸
大
潟
町
中
へ

石
野
義
晴
　
直
江
津
中
へ

小
黒
正
範
　
三
島
出
雲
崎
中
へ

△
清
水
中
学
校

内
藤
清
蔵
　
高
田
市
高
士
中
へ

△
孟
地
中
学
校

利
根
川
清
巳
　
県
立
柏
崎
養
護
学
院
へ

△
山
平
中
学
校

江
平
　
稔
　
中
頸
柿
崎
中
へ

種
岡
隆
気
十
日
町
市
下
条
中
へ

△
奴
奈
川
中
学
校

郡
美
和
子
　
高
田
市
高
士
中
へ

△
孟
地
小
学
校

古
川
正
子
　
栃
尾
市
栃
尾
小
へ

⑱
転
　
　
入

’
ム
松
代
小
学
校

△
孟
地
小
学
校

△
室
野
小
学
校

高
橋
正
美
　
高
田
市
城
西
中
よ
り

　
　
　
　
　
（
校
長
）

△
峠
小
学
校

△
松
代
中
学
校

古
沢
　
勝
　
中
頸
柿
崎
中
よ
り

黒
崎
清
子
　
高
田
市
城
西
中
よ
り

市
川
寛
永
　
十
日
町
市
十
日
町
小
よ
り

－
小
林
　
哲
　
中
頸
頸
城
村
南
川
小
よ
り

岩
崎
　
守
　
西
頸
能
生
町
磯
部
小
よ
り

〆
田
中
弥
生
　
県
立
松
代
高
等
学
校
よ
り

水
島
　
信
　
西
頸
能
生
町
磯
部
小
よ
り

内
山
　
勇
　
直
江
津
中
よ
り

ん
孟
地
中
学
校

』
若
月
義
郎
　
松
之
山
中
よ
り

△
山
平
中
学
校

風
間
清
博
　
高
田
市
城
南
中
よ
り

五
十
嵐
チ
ズ
藁
西
蒲
黒
崎
中
よ
り

蜘
配
置
替

蒲
生
小
　
山
岸
ハ
ル
ノ
　
松
代
小
よ
り

小
屋
丸
分
　
斎
藤
国
平
　
孟
地
小
よ
り

北孟．

山地
小小

寺
則
分

儀
明
分

清
水
中

片
山
昌
子
　
　
海
老
分
よ
り

堀
川
鳶
息
．
久
司
（
韓
や
り

山
律
フ
ジ
ノ
　
蒲
生
小
よ
り

倉
石
芳
予
　
　
寺
田
分
よ
り

小
堺
陽
七
郎
（
教
頭
）

　
　
　
　
　
　
孟
地
中
よ
り

⑱
新
採
用

松
代
小
　
宮
沢
光
子
、
若
井
美
千
仕
、

　
　
　
　
宮
川
君
男
、
塩
課
代
、
佐

　
　
　
　
膝
幸
治

清
水
小
　
鶴
巻
光
臣
、
井
部
春
美

孟
地
小
，
清
水
武
彦
、
五
十
嵐
・
ド
ヨ
、

　
　
　
　
田
原
一
郎
、
．
朝
比
奈
・
．
－
ミ
、

　
　
　
　
斉
木
ま
り
子

　
　
￥

北
山
4

蒲
生
小

室
野
小

峠
　
小

松
代
中

清
水
中

孟
地
中

山
平
中

奴
奈
川
中

福
原
博
た

笹
川
恵
美
子
、
瀬
田
マ
リ
子

池
田
ユ
キ
子
、
田
辺
友
春

間
島
早
苗
、
岩
崎
逸
男

吉
野
健
治

後
藤
律
子

小
野
寺
邦
義

島
田
美
保

　
小
川
卓
、
渡
辺
美
婦
枝
、

湯
村
敦
子

（
異
動
合
計
　
　
八
四
名
）

　
尚
、
県
立
松
代
高
等
学
校
の
異
動
も

発
表
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▲
転
　
出

教校
頭長

宮
川
　
豊

藤
非
章
一

ぺ
　
ひ
コ
ト
　
ム

4
巨
拶
一

内
山
邦
夫

佐
渡
女
子
高
校
長

村
松
高
校
教
頭
へ

山
ハ
日
町
山
尚
校
へ

水
原
高
校
へ

（1）



　
　
　
田
中
弥
生

　
　
、
小
林
幸
子

▲
転
　
入

校
長
　
大
竹
益
雄

教
頭
　
陶
山
正
和

　
　
　
村
山
良
一

　
　
　
計
良
恭
雄

▲
新
採
用

　
　
　
二
宮
幸
子
、

孟
地
中
養
護
教
諭

退
職

高
田
高
校
よ
り

教
育
研
究
所
よ
り

吉
田
商
高
校
よ
り

小
出
中
よ
り

山
本
優
子

見
と
お
し
明
る
い
蚕
糸
業

　
一
九
七
〇
年
を
境
に
日
本
の
農
業
は

大
き
く
変
動
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ち
よ
う
ど
蚕
糸
業
界
に
と
っ
て
、
さ

ん
ざ
ん
の
年
と
言
わ
れ
た
、
昭
和
三
三

年
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。
桑
園
二
割
減

反
、
夏
秋
蚕
掃
立
制
限
な
ど
、
ま
さ
に

養
蚕
に
と
っ
て
は
恐
慌
の
年
で
し
た
。

朝
鮮
動
乱
の
終
局
と
共
に
吹
き
出
し
た

不
景
気
の
嵐
は
な
か
な
か
吹
き
止
ま
ず

化
学
繊
維
の
著
し
い
台
頭
に
追
い
打
ち

を
か
け
ら
れ
て
、
長
い
間
安
定
し
て
来

た
養
蚕
が
根
こ
そ
ぎ
揺
ら
い
で
、
関
係

者
も
暗
中
模
索
で
い
た
事
は
記
憶
に
新

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
幸
い
日
本
経

済
の
急
速
な
成
長
の
あ
お
り
で
絹
も
売

れ
出
し
、
蚕
糸
業
界
の
合
理
化
努
力
な

ど
と
あ
い
ま
っ
て
、
な
ん
と
か
切
抜
け

て
来
ま
し
た
が
、
と
て
も
長
い
一
〇
年

間
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
政
府
は
米
の
生
産
調
整
の
手
段

と
し
て
、
稲
か
ら
他
作
物
へ
の
作
付
転

換
を
打
出
し
、
転
換
奨
励
金
制
度
を
設

け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
農
林
省
が
積
極
的
に
転
換
を
奨
励

し
て
い
る
作
物
に
桑
が
あ
り
ま
す
が
、

前
述
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
何
と
皮
肉

な
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
然
し
こ
れ

は
漢
然
と
し
た
も
の
で
な
く
し
っ
か
り

と
し
た
裏
付
が
あ
る
の
で
農
林
省
で
も

自
信
を
持
っ
て
進
め
て
い
る
訳
で
す
。

御
承
知
の
如
く
、
最
近
の
絹
、
生
糸
の

消
費
は
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
着
実
に

伸
び
て
き
て
お
り
、
長
期
見
通
し
に
お

い
て
も
堅
実
な
需
要
増
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
一
方
国
内
に
お
け
る
繭
の
生
産
は
依

然
と
し
て
伸
び
悩
み
を
続
け
、
旺
盛
な

需
要
に
対
し
て
生
産
が
間
に
合
わ
ず
、

外
国
か
ら
原
料
繭
や
生
糸
を
輸
入
し
て

よ
う
や
く
需
給
の
均
衡
を
保
っ
て
い
る

現
状
で
あ
っ
て
、
こ
の
ま
N
で
ゆ
く
と

か
っ
て
の
「
生
糸
日
本
」
か
ら
「
世
界
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の
絹
を
着
る
日
本
」
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
今
年
の
生
糸
の
需
要
見
込
み
を
繭

に
換
算
し
ま
す
ど
、
昨
年
の
繭
生
産
量

の
一
〇
〇
％
を
増
産
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
計
算
に
な
り
ま
す
が
、
現
実
に
は

一
〇
％
の
増
産
は
無
理
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
数
年
、
業
界

は
繭
不
足
に
悩
む
こ
と
で
し
よ
う
．
．

今
年
の
繭
値
は
最
近
に
な
く
高
い
と

こ
ろ
で
決
定
さ
れ
る
見
込
み
が
強
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
強
気
に
計
算
す
る
と
繭
一
触
当
り
一

二
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
が
、
一
吻
当
り

一
〇
〇
〇
円
以
上
見
て
お
け
ば
無
理
の

な
い
と
こ
ろ
で
し
よ
う
。

　
こ
N
二
～
三
年
の
間
に
養
蚕
業
は
急

に
減
じ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
半

は
規
模
の
小
さ
い
一
～
ニ
グ
ラ
ム
養
蚕

家
で
す
。
逆
に
規
模
を
拡
大
し
よ
う
と

す
る
農
家
、
新
規
に
開
始
す
る
農
家
が

増
え
つ
～
あ
り
ま
す
。
い
か
に
繭
値
が

高
く
と
も
規
模
が
小
さ
け
れ
ば
、
た
い

し
た
収
益
を
希
め
ま
せ
ん
の
で
、
規
模

を
拡
大
し
、
性
能
の
高
い
経
営
を
図
る

こ
と
が
こ
れ
か
ら
は
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
生
産
さ
れ
た
も

の
が
、
販
路
の
心
配
も
な
く
安
定
し
た

値
で
売
り
渡
さ
れ
る
よ
う
な
作
物
を
選

ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。
養
蚕
は
最
も
こ

れ
に
適
し
た
作
物
と
言
わ
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
（
松
代
蚕
業
指
導
所
）
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若
月
忠
次
郎
）

美
（
菅
非
　
　
国
雛
）

二
（
中
村
　
弘
治
）

子
（
佐
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夫
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利
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ゆ
か
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仲
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中
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あ
の
　
げ

千
年
（
川
端
）

苧
島
（
文
左
工
門
）

旧
代
（
稲
場
）

滝
沢
（
木
左
工
門
）

小
池
（
大
西
）

松
代
（
や
じ
ん
）

太
平
へ
ふ
じ
た
や
）

儀
明
（
三
郎
え
ん
）

田
野
倉
（
清
兵
衛
）

池
之
畑
（
新
屋
）

千
年
（
高
島
や
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蓬
平
（
助
次
郎
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仙
納
（
、
太
田
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松
代
（
た
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た
や
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松
代
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住
宅
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濁
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し
も
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室
野
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川
ば
た
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世
槽
主
　
　
部
落
・
家
号

弘
太
郎
蓬
平
（
お
っ
さ
ま
）

十
郎
　
菅
刈
（
仲
）

鉄
夫
　
　
清
水
（
桶
や
）

、
・
・
ユ
キ
犬
伏
（
田
方
）

正
一
　
蒲
生
（
田
善
）

ツ
ネ
　
仙
納
（
か
み
や
）

誠
一
　
蒲
生
（
田
端
）

武
男
　
　
福
島
（
九
ぜ
ん
）


